
(57)【要約】

　【課題】　超音波探触子が、高級機種、普及機種とも

に１つの超音波探触子の素子部を用いることができるよ

うにし、開発、製造における煩雑さを低減することがで

きる超音波探触子を提供する。

　【解決手段】

　超音波を送受信し、電気信号を生成する配列された振

動子４－１～４－１２と、素子部コネクタ５と、振動子

と素子部コネクタを格納する素子部３と、素子部コネク

タと接続される素子部接続用コネクタ６と、素子部接続

用コネクタと接続され、伝黄信号を診断装置本体に伝達

するケーブルと、診断装置本体に接続するための本体接

続用コネクタを備え、ケーブルの本数をｍ、振動子の個

数をｎとするときに、ｍ＜ｎの間形となるときに、素子

部接続用コネクタが、ｎ本の信号をｍ本の信号に変換す

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 超 音 波 を 送 信 し 、 そ の 反 射 波 を 受 信 し 、 電 気 信 号 に 変 換 す る 配 列 さ れ た 振 動 子
と 、
　 前 記 振 動 子 と 接 続 さ れ た 素 子 部 コ ネ ク タ と 、
　 前 記 素 子 部 コ ネ ク タ と 接 続 さ れ た 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ と 、
　 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ と ケ ー ブ ル に よ り 接 続 さ れ 、 前 記 電 気 信 号 を 処 理 す る 診 断 装
置 本 体 の コ ネ ク タ と 接 続 可 能 な 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ を 備 え 、
　 前 記 振 動 子 と 前 記 素 子 部 コ ネ ク タ を 格 納 し て 素 子 部 が 構 成 さ れ 、
　 前 記 素 子 部 と 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ を 格 納 し て プ ロ ー ブ ヘ ッ ド が 構 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ケ ー ブ ル の 本 数 を ｍ 、 前 記 振 動 子 の 個 数 お よ び 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ の ピ ン 数
を ｎ と す る と き に 、
　 ｍ と ｎ が 、 ｍ ＜ ｎ ま た は 、 ｍ ＝ ｎ の 関 係 で あ り 、
　 ｍ ＜ ｎ の と き に 、 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 前 記 素 子 部 か ら の ｎ 本 の 電 気 信 号 を ｍ
本 の 電 気 信 号 に 変 換 す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 前 記 素 子 部 コ ネ ク タ の ｎ 本 の ピ ン か ら の ｎ 本 の 信 号 に 対
し て 、 電 気 的 に 前 記 ケ ー ブ ル と 接 続 し な い ピ ン を 設 け る こ と に よ り 、 ｍ 本 の 信 号 に 変 換 す
る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 前 記 素 子 部 か ら の 前 記 電 気 信 号 を 間 引 く よ う に 、 前 記 ケ
ー ブ ル と 電 気 的 に 接 続 し な い 素 子 部 コ ネ ク タ の ピ ン を 設 け る こ と に よ り 、 ｎ 本 の 信 号 を ｍ
本 の 信 号 に 変 換 す る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ケ ー ブ ル と 電 気 的 に 接 続 し な い 素 子 部 コ ネ ク タ の ピ ン は 、 前 記 素 子 部 の 端 部 に お け
る 振 動 子 に 接 続 さ れ た 素 子 部 コ ネ ク タ の ピ ン で あ る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 超 音 波 探 触 子
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 複 数 の 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ の ピ ン に 接 続 さ れ る 信 号 線
を 束 ね る こ と に よ り 、 ｎ 本 の 信 号 を ｍ 本 の 信 号 に 変 換 す る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 束 ね ら れ た 信 号 線 は 、 前 記 素 子 部 の 端 部 に 配 列 さ れ た 振 動 子 と 接 続 さ れ た 信 号 線 で
あ る 請 求 項 ６ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 探 触 子 に よ り 超 音 波 送 受 信 を 行 な い 、 体 内 の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波 探 触 子
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 配 列 振 動 子 を 用 い て 体 内 に 超 音 波 を 送 信 し 、 そ の 反 射 波 を 受 信 す る こ と を く り 返 す こ と
で 、 体 内 の ２ 次 元 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 の 原 理 は す で に 公 知 の も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ は 、 配 列 振 動 子 を 用 い て セ ク タ 走 査 を 行 な う 超 音 波 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 し た ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。 以 下 、 図 ４ を 用 い て セ ク タ 走 査 を 行 な う 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 を 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 電 気 的 な 信 号 の 発 生 お よ び 処 理 を 行 な う 診 断 装 置 本 体 ３ ５ と 、
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電 気 信 号 と 超 音 波 信 号 の 変 換 を 行 な う 超 音 波 探 触 子 ３ ０ で 構 成 さ れ て い る 。 超 音 波 探 触 子
３ ０ は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ３ １ と 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ３ １ と 診 断 装 置 本 体 ３ ５ を 配 線 す る ケ ー
ブ ル ３ ３ － １ ～ ３ ３ － ８ と 、 ケ ー ブ ル ３ ３ － １ ～ ３ ３ － ８ と 診 断 装 置 本 体 ３ ５ を 接 続 す る
本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ３ ４ で 構 成 さ れ る 。 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ３ １ は 、 超 音 波 を 被 検 体 に 送 信 し
、 そ の 反 射 波 を 受 信 す る 振 動 子 ３ ２ － １ ～ ３ ２ － ８ と 、 振 動 子 ３ ２ － １ ～ ３ ２ － ８ を 保 護
す る 保 護 ケ ー ス （ 図 示 せ ず ） と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 診 断 装 置 本 体 ３ ５ は 、 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ３ ６ と 、 送 信 パ ル ス 発 生 器 ３ ７ － １ ～ ３ ７ －
８ と 、 送 信 ト リ ガ 発 生 器 ３ ８ と 、 制 御 器 ３ ９ と 、 受 信 ア ン プ ４ ０ － １ ～ ４ ０ － ８ と 、 ビ ー
ム 形 成 器 ４ １ と 、 検 波 器 ４ ２ と 、 走 査 変 換 器 （ Ｄ Ｓ Ｃ ） ４ ３ と 、 表 示 器 ４ ４ と で 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 送 信 パ ル ス 発 生 器 ３ ７ － １ ～ ３ ７ － ８ は 、 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ３ ４ 、 本 体 接 続 用 コ ネ ク
タ ３ ６ お よ び ケ ー ブ ル ３ ３ － １ ～ ３ ３ － ８ を 経 て 振 動 子 ３ ２ － １ ～ ３ ２ － ８ に 、 超 音 波 を
送 信 す る た め の 送 信 パ ル ス を 送 信 す る 。 送 信 ト リ ガ 発 生 器 ３ ８ は 、 送 信 パ ル ス 発 生 器 ３ ７
－ １ ～ ３ ７ － ８ が 送 信 パ ル ス を 発 生 す る た め の ト リ ガ パ ル ス を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 受 信 ア ン プ ４ ０ － １ ～ ４ ０ － ８ は 、 振 動 子 ３ ２ － １ ～ ３ ２ － ８ で 受 信 さ れ た 被 検 体 か ら
の エ コ ー 信 号 を 適 当 な ゲ イ ン に 増 幅 す る 。 ビ ー ム 形 成 器 ４ １ は 、 増 幅 さ れ た 信 号 に 遅 延 加
算 を 行 な う 。 制 御 器 ３ ９ は 、 送 信 ト リ ガ 発 生 器 ３ ８ と ビ ー ム 形 成 器 ４ １ と を 制 御 す る 。 検
波 器 ４ ２ は 、 遅 延 加 算 さ れ た 信 号 を 検 波 す る 。 走 査 変 換 器 （ Ｄ Ｓ Ｃ ） ４ ３ は 、 検 波 さ れ た
信 号 を 走 査 変 換 す る 。 表 示 器 ４ ４ は 、 走 査 変 換 さ れ た 画 像 デ ー タ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 で 観 察 さ れ る 部 位 は 、 皮 膚 に 近 い 部 分 か ら 腹 部 の 深 い 部 位 ま で 様 々 で あ
り 、 周 波 数 依 存 性 減 衰 を 考 慮 し て 、 通 常 、 浅 い 部 位 に 対 し て は 高 い 周 波 数 を 、 深 い 部 位 に
対 し て は 低 い 周 波 数 を 用 い る 。 そ の た め 、 超 音 波 探 触 子 は 、 広 い 周 波 数 帯 域 を 持 つ 必 要 が
あ る が 、 １ つ の 超 音 波 探 触 子 で 送 受 信 で き る 周 波 数 帯 域 に 制 限 が あ り 、 複 数 の 超 音 波 探 触
子 を 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 超 音 波 の 集 束 度 を 強 く し 、 大 き な 信 号 強 度 を 得 る に は 、 超 音 波 開 口 を 広 く す る 必
要 が あ る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 し か し 、 配 列 振 動 子 の チ ャ ン ネ ル ピ ッ チ と 送 信 周 波 数 お
よ び グ レ ー テ ィ ン グ ロ ー ブ の 間 に 密 接 な 関 係 が あ り 、 グ レ ー テ ィ ン グ ロ ー ブ を 発 生 さ せ な
い た め に は 、 チ ャ ン ネ ル ピ ッ チ を あ る 値 （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） よ り 小 さ く し な け れ ば な ら
ず 、 開 口 幅 を 大 き く す る こ と と 相 反 す る 。 こ の よ う な 条 件 を 満 た す よ う に 配 列 振 動 子 の 形
状 が 決 定 さ れ る た め 、 複 数 の 部 位 に 対 応 す る た め に は 、 何 種 類 か の 超 音 波 探 触 子 を 使 い 分
け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 図 ４ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 複 数 の 部 位 に 対 応 で き る よ う に 、 周 波 数 や 振 動
子 ３ ２ － １ ～ ３ ２ － ８ の 配 列 形 状 の 異 な る 複 数 の 超 音 波 探 触 子 ３ ０ を 接 続 で き る よ う に 設
計 さ れ て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 ３ ５ と 超 音 波 探 触 子 ３ ０ の 結 合 は 、 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ３
４ 、 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ３ ６ を 用 い て 、 行 な わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 一 般 に 超 音 波 診 断 装 置 が 同 時 に 接 続 で き る 信 号 線 の 数 は 、 分 解 能 を 要 求 さ れ る 高
級 機 種 で は 多 く 、 価 格 的 な 制 約 が 大 き い 普 及 機 種 で は 少 な く 設 計 さ れ る 。 図 ５ は 、 普 及 機
種 （ 図 ５ （ ａ ） ） と 高 級 機 種 （ 図 ５ （ ｂ ） ） に お け る 超 音 波 探 触 子 の 従 来 例 の 一 構 成 を 示
し た 模 式 図 で あ る 。 図 ５ （ ａ ） の 超 音 波 探 触 子 は 、 図 ４ の 超 音 波 探 触 子 ３ ０ で あ る 。 図 ５
（ ｂ ） の 超 音 波 探 触 子 ４ ５ は 、 振 動 子 ４ ７ － １ ～ ４ ７ － １ ２ を 有 す る プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ４ ６
と 、 診 断 装 置 本 体 ５ ０ の 本 体 コ ネ ク タ ５ ７ と 接 続 す る 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ４ ９ と 、 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド ４ ６ と 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ４ ９ を 接 続 す る ケ ー ブ ル ４ ８ － １ ～ ４ ８ － １ ２ で 構 成
さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 普 及 機 種 で は 、 ８ 本 の 信 号 し か 同 時 に 接 続 で き な い の で ８ 個 の
振 動 子 を 持 つ 超 音 波 探 触 子 を 用 意 し 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 高 級 機 種 で は 、 １ ２ 本 の 信 号 が
同 時 に 接 続 で き る た め 、 １ ２ 個 の 振 動 子 を 持 つ 超 音 波 探 触 子 を 用 意 す る 必 要 が あ っ た 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 辻 本 文 雄 著 、 「 超 音 波 医 学 辞 典 」 、 秀 潤 社 、 ２ ０ ０ ０ 年 、 ｐ ． ８ ６ 、 １
６ ３ － １ ６ ６ 、 ２ ７ ４ － ２ ７ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 来 例 の 超 音 波 探 触 子 は 、 診 断 装 置 本 体 に 合 せ て 、 普 及 機 種 の た め の 振 動 子 数 の 少 な い
も の 、 高 級 機 種 の た め の 振 動 子 数 の 多 い も の を そ れ ぞ れ 用 意 す る 必 要 が あ り 、 開 発 、 製 造
過 程 に お い て 非 効 率 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 例 の 問 題 を 解 決 し 、 普 及 機 種 、 高 級 機 種 と も に 同 一 の 超 音 波 探 触 子
の 素 子 部 を 用 い る こ と が で き る よ う に し 、 開 発 、 製 造 に お け る 煩 雑 さ を 低 減 す る こ と が で
き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 目 的 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 被 検 体 に 超 音 波 を 送 信 し 、 そ の
反 射 波 を 受 信 し 、 電 気 信 号 に 変 換 す る 配 列 さ れ た 振 動 子 と 、 振 動 子 と 接 続 さ れ た 素 子 部 コ
ネ ク タ と 、 素 子 部 コ ネ ク タ と 接 続 さ れ た 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ と 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ
と ケ ー ブ ル に よ り 接 続 さ れ 、 電 気 信 号 を 処 理 す る 診 断 装 置 本 体 の コ ネ ク タ と 接 続 可 能 な 本
体 接 続 用 コ ネ ク タ を 備 え 、 振 動 子 と 素 子 部 コ ネ ク タ を 格 納 し て 素 子 部 が 構 成 さ れ 、 素 子 部
と 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ を 格 納 し て プ ロ ー ブ ヘ ッ ド が 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 素 子 部 と ケ ー ブ ル を 素 子 部 コ ネ ク タ と 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ を 用 い て
容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル の 本 数 を ｍ 、 振 動 子 の 個 数 お よ び 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ の ピ ン 数 を ｎ と
す る と き に 、 ｍ と ｎ が 、 ｍ ＜ ｎ ま た は 、 ｍ ＝ ｎ の 関 係 で あ り 、 ｍ ＜ ｎ の と き に 、 素 子 部 接
続 用 コ ネ ク タ は 、 素 子 部 か ら の ｎ 本 の 電 気 信 号 を ｍ 本 の 電 気 信 号 に 変 換 す る 構 成 に す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 ケ ー ブ ル の 本 数 と 振 動 子 の 個 数 が 同 じ 場 合 で も 、 異 な る 場 合 で も 同 一
形 態 の 素 子 部 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 素 子 部 コ ネ ク タ の ｎ 本 の ピ ン か ら の ｎ 本 の 信 号 に 対 し
て 、 電 気 的 に ケ ー ブ ル と 接 続 し な い ピ ン を 設 け る こ と に よ り 、 ｍ 本 の 信 号 に 変 換 す る 構 成
に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 素 子 部 か ら の 電 気 信 号 を 間 引 く よ う に 、 ケ ー ブ ル と 電
気 的 に 接 続 し な い 素 子 部 コ ネ ク タ の ピ ン を 設 け る こ と に よ り 、 ｎ 本 の 信 号 を ｍ 本 の 信 号 に
変 換 す る 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル と 電 気 的 に 接 続 し な い 素 子 部 コ ネ ク タ の ピ ン は 、 素 子 部 の 端 部 に お け る
振 動 子 に 接 続 さ れ た 素 子 部 コ ネ ク タ の ピ ン で あ る 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 の 開 口 幅 を 大 き く す る こ と が で き 、 超 音 波 を 細 く 絞 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ま た 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ は 、 複 数 の 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ の ピ ン に 接 続 さ れ る 信 号
線 を 束 ね る こ と に よ り 、 ｎ 本 の 信 号 を ｍ 本 の 信 号 に 変 換 す る 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 振 動 子 の 有 効 面 積 を 広 く と る こ と が で き 、 感 度 の 劣 化 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 束 ね ら れ た 信 号 線 は 、 素 子 部 の 端 部 に 配 列 さ れ た 振 動 子 と 接 続 さ れ た 信 号 線 で あ
る 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 普 及 機 種 、 高 級 機 種 と も に 同 一 の 超 音 波 探 触 子 の 素 子 部 を 用 い る こ と が で き
る よ う に し 、 開 発 、 製 造 に お け る 煩 雑 さ を 低 減 す る こ と が で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 を 受 信 し 、 電 気 信 号 に 変 換 す る 超 音 波 探 触 子 と 、 電 気 信 号 を
処 理 し 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 診 断 装 置 本 体 か ら な る 。 診 断 装 置 本 体 に 関 し て は 、 従 来 例 と
同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 １ の 一 構 成 例 を 示 し た 模 式 図 で
あ る 。 図 １ （ ａ ） は 、 普 及 機 種 の 診 断 装 置 本 体 ９ に 接 続 す る 普 及 機 種 用 の 探 触 子 １ で あ り
、 （ ｂ ） は 、 高 級 機 種 の 診 断 装 置 本 体 １ ６ に 接 続 す る 高 級 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 １ １ を 示
し て い る 。 超 音 波 探 触 子 の 振 動 子 数 ｎ は 、 図 １ に お い て は １ ２ で あ り 、 診 断 装 置 本 体 ９ 、
１ ６ に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル ７ 、 １ ４ の 本 数 ｍ は 、 （ ａ ） の 普 及 機 種 に お い て は ｍ ＜ ｎ で あ
り 、 具 体 的 に は 、 ８ で あ り 、 （ ｂ ） の 高 級 機 種 に お い て は ｍ ＝ ｎ で あ り 、 具 体 的 に は １ ２
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ （ ａ ） に お い て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 普 及 機 種 の 超 音 波 探 触 子 １ は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ
ド ２ と 、 診 断 装 置 本 体 ９ の 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ １ ０ と 接 続 さ れ る 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ８ と
、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ と 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ ８ を 接 続 す る ケ ー ブ ル ７ － １ ～ ７ － ８ で 構 成 さ
れ て い る 。 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ は 、 素 子 部 ３ と 、 素 子 部 ３ と ケ ー ブ ル ７ － １ ～ ７ － ８ を 接 続
す る 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ６ を 格 納 し て い る 。 素 子 部 ３ は 、 振 動 子 ４ － １ ～ ４ － １ ２ と 、
振 動 子 ４ － １ ～ ４ － １ ２ と 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ６ と を 接 続 す る 素 子 部 コ ネ ク タ ５ を 格 納
し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 同 様 に 、 図 １ （ ｂ ） に お い て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 高 級 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 １ １ は 、
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ３ と 、 診 断 装 置 本 体 １ ６ の 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ １ ７ と 接 続 さ れ る 本 体 接
続 用 コ ネ ク タ １ ５ と 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ３ と 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ １ ５ を 接 続 す る ケ ー ブ ル
１ ４ － １ ～ １ ４ － １ ２ で 構 成 さ れ て い る 。 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ３ は 、 素 子 部 ３ と 、 素 子 部 ３
と ケ ー ブ ル １ ４ － １ ～ １ ４ － １ ２ を 接 続 す る 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ １ ２ で 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ （ ｂ ） の 高 級 機 種 に 接 続 さ れ る 超 音 波 探 触 子 １ １ で は 、 す べ て の 振 動 子 ４ － １ ～ ４
－ １ ２ が 、 素 子 部 コ ネ ク タ ５ と 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ １ ２ に よ り ケ ー ブ ル １ ４ － １ ～ １ ４
－ １ ２ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 図 １ （ ａ ） の 普 及 機 種 に 接 続 さ れ る 超 音 波
探 触 子 １ で は 、 素 子 部 ３ に 配 列 さ れ た 中 心 部 の ８ 個 の 振 動 子 ４ － ３ ～ ４ － １ ０ の み が 、 素
子 部 コ ネ ク タ ５ と 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ６ に よ り 、 ケ ー ブ ル ７ － １ ～ ７ － ８ を 介 し て 、 診
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断 装 置 本 体 ９ と 接 続 さ れ て い る 。 残 り の 、 素 子 部 ３ の 端 部 に お け る ４ つ の 振 動 子 ４ － １ 、
４ － ２ 、 ４ － １ １ 、 ４ － １ ２ は 、 診 断 装 置 本 体 ９ と 接 続 さ れ ず 、 動 作 し な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 普 及 機 種 の 超 音 波 探 触 子 １ に お い て は 、 振 動 子 は 中 央 の ８ 個 し か 用 い ら れ な い
。 し か し 、 こ の よ う に 配 線 す る こ と で 、 高 級 機 種 用 と し て 用 い ら れ る 素 子 部 ３ を 用 い て 、
普 及 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 １ を 容 易 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 開 発 、 製 造 に お け る 煩 雑 さ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 用 い た 振 動 子 の 数 、 ケ ー ブ ル の 本 数 、 コ ネ ク タ の ピ ン 数 の ｍ 、 ｎ は 、 ８ 本 あ る い
は １ ２ 本 に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 構 成 例 を 示 し た 図 で あ る 。
高 級 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 こ こ で は 普 及 機 種 用 の 超
音 波 探 触 子 １ ８ の み を 示 す 。 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 １ と 同 一 の 構 成 部 分
は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 本 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 素
子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ６ が 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 １ ８ は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ９ を 有 し 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド
１ ９ は 、 素 子 部 ３ と 、 素 子 部 コ ネ ク タ ５ と 接 続 す る 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ０ を 格 納 す る
。 振 動 子 数 ｎ は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は １ ２ で あ り 、 診 断 装 置 本 体 ９ に 接 続 さ れ る ケ ー
ブ ル ７ の 本 数 ｍ は 、 ｍ ＜ ｎ の 関 係 が あ り 、 具 体 的 に は 、 ８ で あ る 。 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ
２ ０ は 、 １ ２ 個 の 振 動 子 ４ － １ ～ ４ － １ ２ か ら 動 作 さ せ る ８ 個 の 振 動 子 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ０ は 、 素
子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ０ の １ ２ 個 の ピ ン か ら ８ 本 が 選 択 さ れ て 線 が 引 き 出 さ れ 、 ケ ー ブ ル
７ － １ か ら ７ － ８ に 接 続 さ れ て い る 。 配 線 の 接 続 形 態 と し て 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ０
は 、 素 子 部 の 中 心 部 に お け る 振 動 子 ４ － ５ ～ ４ － ８ に 対 応 す る ピ ン を ケ ー ブ ル ７ － １ ～ ７
－ ８ と 接 続 す る 。 素 子 部 ３ の 端 部 に お い て 、 接 続 し な い 振 動 子 ４ － ２ 、 ４ － ４ 、 ４ － ９ 、
４ － １ １ を 設 け る こ と で 、 全 体 の 線 数 を ８ に 抑 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 素 子 部 ３ の 端 部 に お け る 振 動 子 の 選 択 は 、 例 え ば こ の 図 の よ う に １ 個 置 き だ け で な く 、
数 個 置 き に 使 用 す る 振 動 子 を 設 け る 、 ま た は 、 数 個 お き に 使 用 し な い 振 動 子 を 設 け る こ と
も で き る 。 ま た 、 超 音 波 の 開 口 端 部 に 近 づ く に つ れ 使 用 す る 振 動 子 の 割 合 を 少 な く す る と
い う 接 続 形 態 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 超 音 波 は 、 超 音 波 の 開 口 の 幅 が 、 大 き い ほ ど 、 焦 点 位 置 に お い て 、 超 音 波 を 細 く 絞 る こ
と が で き る 性 質 が あ る 。 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 １ ８ は 、 普 及 機 に お い て も 高
級 機 と 同 程 度 の 大 き さ の 開 口 幅 を 持 つ た め 、 焦 点 位 置 で の 超 音 波 を 細 く 絞 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 用 い た 振 動 子 の 数 、 ケ ー ブ ル の 本 数 、 コ ネ ク タ の ピ ン 数 の ｍ 、 ｎ は 、 ８ 本 あ る い
は １ ２ 本 に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 ２ １ の 一 構 成 例 を 示 し た 図 で あ
る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 １ と 同 一 の 構 成 部 分 は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て
説 明 を 省 略 す る 。 高 級 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 こ こ で
は 普 及 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 ２ １ の み を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け
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る 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ６ が 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 ２ １ は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ２ を 有 し 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド
２ ２ は 、 素 子 部 ３ と 、 素 子 部 コ ネ ク タ ５ と 接 続 す る 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ３ を 格 納 す る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 振 動 子 数 ｎ は 、 こ の 図 に お い て は １ ２ で あ り 、 診 断 装 置 本 体 ９ の 入 出 力 信 号 線 数 ｍ は 、
ｍ ＜ ｎ の 関 係 が あ り 、 具 体 的 に は 、 ８ で あ る 。 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ３ は 、 振 動 子 ４ －
１ ～ ４ － １ ２ か ら の １ ２ 本 の 信 号 を ８ 本 の 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ３ に つ い て 説 明 す る 。 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ３ の １ ２
個 の ピ ン か ら 引 き 出 さ れ た 線 が １ ２ 本 の 線 が ８ 本 に 集 約 さ れ て 、 ケ ー ブ ル ７ － １ と ７ － ８
に 接 続 さ れ て い る 。 集 約 す る た め の 接 続 形 態 と し て は 、 素 子 部 ３ の 中 心 部 に お け る 振 動 子
４ － ５ ～ ４ － ８ と 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ ２ ３ の 接 続 を １ 対 １ と す る 。 素 子 部 ３ の 端 部 に お
い て は 、 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ １ ９ が ２ 個 の 振 動 子 ４ － １ と ４ － ２ 、 ４ － ３ と ４ － ４ 、 ４
－ ９ と ４ － １ ０ 、 ４ － １ １ と ４ － １ ２ の 信 号 を １ つ に ま と め て 、 ケ ー ブ ル ７ － １ 、 ７ － ２
、 ７ － ７ 、 ７ － ８ に 接 続 す る こ と で 、 全 体 の 線 数 を ８ 本 に 抑 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 素 子 部 ３ の 端 部 に お け る 振 動 子 の 集 約 は 、 例 え ば 図 ３ の よ う に ２ 個 ず つ の 場 合 だ け で な
く 、 数 個 ず つ 振 動 子 を 集 約 す る こ と も で き る 。 ま た 、 開 口 の 端 部 に 近 づ く に つ れ 集 約 す る
振 動 子 の 数 を 多 く す る と い う 接 続 形 態 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 ２ １ は 、 普 及 機 種 で は あ っ て も 、 高 級 機 種 に 対 し て
見 か け の 超 音 波 の 開 口 幅 が 同 程 度 で あ る た め 、 超 音 波 を 細 く 絞 る こ と が で き る と い う 効 果
を 持 つ 。 ま た 、 使 用 し な い 振 動 子 が な い の で 、 超 音 波 探 触 子 ２ １ の 有 効 面 積 を 広 く と る こ
と が で き 、 感 度 の 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 配 線 す る こ と で 、 同 じ 形 態 の 素 子 部 ３ を 高 級 機 種 に も 普 及 機 種 に も 用 い る こ
と が で き る 。 こ れ に よ り 開 発 、 製 造 に お け る 煩 雑 さ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 用 い た 振 動 子 の 数 、 ケ ー ブ ル の 本 数 、 コ ネ ク タ の ピ ン 数 の ｍ 、 ｎ は 、 ８ 本 あ る い
は １ ２ 本 に 限 ら な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 普 及 機 種 と 高 級 機 種 を 同 一 の 素 子 部 を 用 い る た め 、 開 発 費 、
生 産 費 を 低 減 さ せ る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 し 、 産 科 で の 超 音 波 診 断 等 の 用 途 で 利 用
可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る （ ａ ） 高 級 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 、 （ ｂ ） 普
及 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 の 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 普 及 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 の 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 普 及 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 の 図
【 図 ４ 】 従 来 例 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 従 来 例 に お け る （ ａ ） 高 級 機 種 用 の 超 音 波 探 触 子 、 （ ｂ ） 普 及 機 種 用 の 超 音 波 探
触 子 の 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 、 １ １ 、 １ ８ 、 ２ １ 　 超 音 波 探 触 子
　 ２ 、 １ ３ 、 １ ９ 、 ２ ２ 　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド
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　 ３ 　 素 子 部
　 ４ － １ ～ ４ － １ ２ 　 振 動 子
　 ５ 　 素 子 部 コ ネ ク タ
　 ６ 、 １ ２ 、 ２ ０ 、 ２ ３ 　 素 子 部 接 続 用 コ ネ ク タ
　 ８ 、 １ ５ 　 本 体 接 続 用 コ ネ ク タ
　 １ ０ 、 １ ７ 　 本 体 コ ネ ク タ
　 ７ － １ ～ ７ － ８ 、 １ ４ － １ ～ １ ４ － １ ２ 　 ケ ー ブ ル
　 ９ 、 １ ６ 　 診 断 装 置 本 体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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